
No ページ 変更後 変更前

1 4

温室等の施設を利用し年に数回転の生産を行うなど、
収益性の高い経営が行われています。

温室等の施設を利用し年に数回転の生産を行うことで
収益性の高い経営など、消費地の中での生産という条
件を活かし、野菜を中心に多様な作物を生産する農業
者も多く存在します。

2 17

　農作物は、天候や病虫害等によって生産量や品質が
大きく左右される上、出荷量の調整が難しく、市場に
おける供給と需要によって価格変動しやすい特徴があ
ります。近年では、産地における大規模化や企業参
入、海外からの農産物輸入などの影響を受け、農産物
販売価格は下降傾向にあるなど、農業は他の産業と比
べると不安定な経営状態に陥りやすい状況となってい
ます。
　本市では、２０１０年（平成２１年）１２月に開設
された、ＪＡさがみが運営する農産物の大型直売所
「ファーマーズマーケットわいわい市　藤沢店」の設
置にあたり、市内農業者の安定的な農業経営を図るた
め支援を行っています。
　今後も農業経営の安定化を図るため、産地競争力の
強化に向けた農産物の特産化や品質の高い農産物の安
定生産、農業者自らの経営改善に対する支援、女性の
力を活かした経営発展を促進するため、女性の農業進
出や経営参画の支援を進めていくことが必要です。

　本市は、２０１０年（平成２１年）１２月に開設さ
れた、ＪＡさがみが運営する農産物の大型直売所
「ファーマーズマーケットわいわい市　藤沢店」の設
置にあたり、市内農業者の安定的な農業経営を図るた
め支援を行いました。
　農作物は、天候や病虫害等によって生産量や品質が
大きく左右される上、出荷量の調整が難しく、市場に
おける供給と需要によって価格変動しやすい特徴があ
ります。近年では、産地における大規模化や企業参
入、海外からの農産物輸入などの影響を受け、農産物
販売価格は下降傾向にあるなど、農業は他の産業と比
べると不安定な経営状態に陥りやすい状況となってい
ます。
　このことから、産地競争力の強化に向け、農産物の
特産化や品質の高い農産物の安定生産を図る必要があ
ります。
　また、農業者自らの経営改善に対する支援を行うと
ともに、女性の力を活かした経営発展を促進するた
め、女性の農業進出や経営参画の支援を進めていくこ
とが必要です。

3 17

２０２０年（令和２年）１１月に、地産地消及び藤沢
産農水産物に対する意識や購買動向などを把握するた
め、市民３，０００人を対象にアンケート調査を実施
しました。この調査では、５３％にあたる約１，６０
０人の方から回答があり、「購入する農水産物の産地
に関して藤沢産のものであることをどの程度気にして
いるか」の設問に対して、「かなり気にしている」
「ある程度気にしている」と回答した方が４７％、
「藤沢産の農水産物を購入して地産地消を応援しよう
と思うか」との設問に対して、「既に応援している」
「応援したいと思う」と回答した方が８９％となりま
した。この結果から、

　令和２年１１月に、藤沢市が実施した地産地消及び
藤沢産農水産物に対する意識や購買動向などを把握す
るため、市民３，０００人を対象にアンケート調査を
実施した結果、５３％にあたる約１，６００人の方か
ら回答がありました。購入する農水産物の産地に関し
て藤沢産のものであることをどの程度気にしているか
の設問に対して、「かなり気にしている」「ある程度
気にしている」と回答した方が４７％、藤沢産の農水
産物を購入して地産地消を応援しようと思うかとの設
問に対して、「既に応援している」「応援したいと思
う」と回答した方８９％とになったことから、

4 23

担い手の高齢化や労働力不足を解消するため、自動収
穫ロボットや無人草刈ロボット、アシストスーツな
ど、ロボット技術やＩＣＴ※19、ＡＩ（人工知能）、
ＩｏＴ※20等の先端技術の導入に対する支援【新規】

担い手の高齢化や労働力不足を解消するため、ロボッ
ト技術やＩＣＴ※20、ＡＩ（人工知能）、ＩｏＴ※21
等の先端技術の導入に対する支援

5 25

〇センサーやカメラ等から収集されるデータを分析し
栽培や経営の効率化や高度化について助言・支援する
ソフトウェアの導入など、データ駆動型農業経営の実
現に向けた先端技術の導入に対する支援【新規】
〇農業者が行う法令に基づく認定申請手続きや、補助
金及び交付金の交付申請のデジタル化の推進【新規】

〇ＩＣＴやロボット技術、ＡＩ等の先端技術の導入に
対する支援
〇法令に基づく申請や、補助金及び交付金の申請のデ
ジタル化の推進

6 29

農業生産活動は自然界の物質循環を活かしながら行わ
れており、環境と調和した持続可能な農業の展開が重
要となることから、環境に配慮した農業の推進や畜産
環境対策等に取り組んでいきます。

農地は緑地機能や災害の防止機能、景観形成の役割も
担っています。また、農業生産活動は自然界の物質循
環を活かしながら行われており、環境と調和した持続
可能な農業の展開が重要となることから、環境に配慮
した農業の推進や畜産環境対策等に取り組んでいきま
す。

7 29

〇環境保全型農業の推進
〇カーボンニュートラル※27の実現に向けた、スマー
ト農業等によるゼロエミッション化、有機農業の推進
等の取組による環境負荷軽減の推進【新規】

〇 環境保全型農業や有機農業の推進
〇カーボンニュートラル※28やゼロエミッションの取
組よる環境負荷軽減の推進
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